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2020

(R２)

2021

(R３)

2022

(R４)

2020

(R２)

2021

(R３)

2022

(R４)

2020

(R２)

2021

(R３)

2022

(R４)

利用者数 30,174人 27,193人 33,301人 231人 292人 383人 30,405人 27,485人 33,684人

一日平均利用者数 114.7人 119.3人 119.4人 0.9人 1.3人 1.4人 115.6人 120.5人 120.7人

貸出冊数 129,086冊 112,052冊 124,904冊 1,358冊 1,267冊 1,869冊 130,444冊 113,319冊 126,773冊

一日平均貸出冊数 490.8冊 491.5冊 447.7冊 5.2冊 5.6冊 6.7冊 496.0冊 497.0冊 454.4冊

計本館 分室

第１章 はじめに 

 

（１）図書館整備基本構想策定の趣旨  
 

「伊達市立図書館」は、1980（昭和 55）年に開館して以来、蔵書数を拡大するととも

に、多くの方に利用いただけるよう⾏事・事業等を拡大するほか、読書活動を推進するた

めに児童関連施設や学校、各種ボランティア等の様々な関係機関との協⼒・連携のもと

事業を進めてきました。  

しかし、開館から 43 年が経ち、施設の⽼朽化はもとより、開館当時に図書館に求めら

れていた機能が変化しているなどの課題を抱えており、より良い図書館サービスを提供

するため、新たな図書館の整備が求められています。 

  整備にあたっての検討過程において、平成 29 年２月に「伊達市立図書館あり方検討委

員会」から伊達市立図書館のあり方についての提言、平成 19 年度からは毎年「伊達市立

図書館運営協⼒会」から図書館の運営及び事業等についての提言をいただいています。  

この度、新たに図書館を整備するにあたり、「伊達市立図書館整備検討委員会」を立ち

上げ、これまでの提言内容や現在の利用状況、将来の人口予測等を踏まえ、図書館整備に

あたっての基本的な考え方や方針を定めることとし、「伊達市立図書館整備基本構想」を

策定するものです。  

 

 

（２）現在の図書館の概要及び利用状況  
 

 ・所  在  地   伊達市梅本町 67 番地５ 

 ・建  築  年   1979（昭和 54）年 

 ・構     造   鉄筋コンクリート造  一部２階建て  

 ・延床面積   960 ㎡ 

 ・諸     室   一般書開架／児童書開架／郷土資料室／視聴覚室／特別閲覧室／  

事務室  等 

 

 【図書館利用状況】  
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（３）伊達市の人口予測 
 

  全国的な人口減少・少子高齢社会が進み、本市においても、「伊達市まち・ひと・しご

と創生人口ビジョン」（令和２年度策定）では、2040（令和 22）年の人口は 26,894 人、

2060（令和 42）年の人口は 20,460 人であり、現在の人口より 10,000 人以上の減少とな

ると予測されています。  
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第２章 図書館整備の基本方針 
 

(１) 図書館整備の検討に係る経過  
 

昭和 55 年に供用開始となった現図書館については、⽼朽化等の問題を踏まえ、かねて

より、建替を主とした整備について協議を進めてきたところですが、財政状況等を勘案

し、令和元年度に整備に係る計画はいったん凍結となりました。  

計画凍結以降、市に対して、あらゆる世代が広く活用できるよう、施設の集約化や子育

て世代向け施設の充実について、多数の声が寄せられていました。  

その中でも、子どもから高齢者まで多世代が集え、広く活用できる図書館の充実につ

いての要望が多かったことから、図書館整備に係る検討再開にあたっては、これらの声

を踏まえるとともに、コロナ禍や世界情勢等の影響による建設費用の大幅な増が見込ま

れること、計画凍結時より数年を経過し必要とされる施設像も変化していることなどを

鑑み、従来の計画を踏まえた上で、新たな要素を加え検討しました。  

 

(２) 図書館整備の基本的な考え  
 

新図書館の建設場所については、現図書館の東側の敷地とし、公園内に設置された複

合遊具と合わせ、子どもたちが集いやすい環境の充実を図ることで、幼児から高齢者ま

で多世代が集い賑わう施設を目指します。（下記、配置図を参照）  

なお、新図書館の設計・建設については、新図書館と現図書館の後利用を踏まえ、両施

設を一体的に運用できるレイアウトを目指します。 

また、個別的な学びや協働的な学びのためのスペースの設置、飲食物の持ち込みを可

能とするスペースの拡充など、開放的で利用しやすい空間を基本とし、近隣の高校や小

学校、中学校及び義務教育学校の児童生徒の利用増進を図るとともに、ミュージアム、カ

ルチャーセンター、食育センター等、近隣施設との連携をより強化してまいります。 
 

【配置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だて歴史の杜食育センター

現図書館
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第３章 図書館整備における基本的な機能 
 

これからの図書館は、本を読むことや調べるだけの場所に留まることなく、乳幼児の子

育て支援、児童生徒の放課後の居場所づくりをはじめ、幼児から高齢者まで、それぞれの

世代に応じた読書活動の推進や知的好奇心に応えるとともに、多様な人々にとっての出会

いや交流の場としての役割も担っています。 

このような図書館に求められる役割を実現するため、図書館整備検討委員会で検討され

た内容に基づき、次のとおり、図書館整備における基本的な機能を「施設面」、「設備面」、

「運営・サービス面」に分類して想定しました。  

 
 

（１）施設面  

  

○市民がゆったりと過ごせる施設  

  ・明るく開放的な雰囲気    

・長時間滞在できる居心地の良い空間 

  ・閲覧スペースの拡充    

・個別学習やグループ学習に対応したスペースによる多様な学びへの配慮  

  ・飲食可能なスペースの設置 

 ・利用者にも書籍等にも配慮された窓の配置  

  ・テラス席等を利用した屋外での読書やくつろぎのスペースの設置  

 ・駐車場や公園側からの利用者の動線に配慮  

 

 

○子育てに配慮した施設  

・新図書館と現図書館の後利用を踏まえた一体的な運用による子育て支援機能の拡充  

・授乳室や子ども用トイレの設置  

・絵本図書コーナーの充実  

・読み聞かせスペースの設置 

  

 

○その他 

  ・車椅子やベビーカーに対応したバリアフリー構造   

・土足で入れる施設  

・イベント等に利用できるフリースペースの設置  

  ・様々な情報を提示できるエントランス  

 ・木材を利用した木のぬくもりを感じられる施設  

  ・エアコンや LED 照明など快適性を考慮した設備の導入  

・太陽光発電等のエコシステムの導入 

・屋外照明の増設  
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（２）設備面  
  

・インターネットを含むデジタル環境の整備  

   ・英語等の多言語表示やピクトサインを導入したわかりやすい館内表示  

  ・自動検索機の設置  

  ・自動貸出返却機の設置  

   ・自動販売機の設置  

  ・地震等に備えた災害に強い安全な書架等の設置 

 

 

（３）運営・サービス面  
  

・恒久的に保存が必要な資料の電子データ化  

・デジタル機器の積極的な導入による市民への情報提供や自動貸出返却機等の活用に

よる、利用者の利便性・サービスの向上 

・配架方法の工夫    

・レファレンスの充実  

・他の社会教育施設との連携やイベントの工夫  

・各種ボランティア団体や市内の学校との連携  

・図書館職員の研修機会の充実  

・北海道立図書館や近隣図書館との連携によるサービスの充実  

・雑誌スポンサー制度の導入  
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項　目 名　　称 備　　考

一般書スペース 一般書を配架

ゆったり閲覧できる閲覧スペースを設置

児童書スペース 児童書を配架

絵本・紙芝居コーナー

読み聞かせコーナー

コミックコーナー

郷土スペース 歴史・文化コーナー

北海道コーナー

行政資料

雑誌・新聞スペース 雑誌・新聞を読めるスペース

雑誌・新聞のバックナンバーのストック

閲覧用の椅子を設置

閲覧スペース

新刊コーナー 新刊図書を配架

企画展示コーナー 季節や流行に合わせた企画展示スペース

カウンター 自動検索機

自動貸出返却機

データベースコーナー

授乳室・おむつ替え室 乳児連れの保護者のための授乳室、おむつ替え台を

設置

トイレ 成人向けトイレ

バリアフリートイレ

子ども用トイレ

書庫 本の保管

郷土資料室 貴重な郷土資料の保管

個別学習スペース 個人の学習に対応

グループ学習スペース グループ学習や打ち合わせに対応

多目的スペース 視聴覚機能に対応

イベントに対応

ボランティア活動に対応

飲食スペース 休息や交流に活用

フリースペース イベントや展示に活用

事務室 事務、本の整理

作業室 書籍の修復作業等

返却ポスト 24時間本の返却に対応

給湯室

ミーティングルーム 会議・来客用

エントランス

開架スペース

学習スペース

交流スペース

閉架スペース

事務管理スペース

第４章 図書館の各スペース等 
  

  第３章の図書館整備における基本的な機能に基づき、次の各スペースを設けることを  

想定しています。  
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設計

工事

引越 ７月開館

2023（R5） 2024（R6） 2025（R7） 2026（R8）

2月 11月

2月 3月

4月 6月

基本・実施設計

建設工事

引越

第５章 図書館整備に係るスケジュール（予定） 

 

 基本構想策定後のスケジュール（予定）については、次のとおり進めていきます。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※引越し期間においては、可能な範囲で図書館の市民サービスを継続  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


